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彩色筆

さ

日本画の彩色筆は、粒子のある顔料をたっぷり含ませて
塗るために用いる丸筆です。細かい彩色から広い面に調
子をつけながらの彩色まで自在に使えるため、水彩画や
デザインの分野など幅広く利用されています。
サイズは 0 号（直径約 0.4cm/ 穂の長さ約 1.0cm）から
10 号（直径約 1.8cm/ 穂の長さ約 5.1cm）程度まで豊富
にあります。（小～大、別大といった表記のものもあり
ます。）
また、穂の種類も様々なものがあり、一般的な「彩色筆」
は、上毛は絵具の含みが良い羊毛で覆われ、芯は狸毛や、
腰の強い鼬毛、鹿の夏毛などで作られています。羊毛と
は、山羊毛のことで中国南部特産のものが上質です。毛
先がしなやかで、水分の含みが良いという特徴がありま
す。｢夏毛彩色筆｣ は、上毛が鹿または馬の夏毛で作ら
れた茶毛の彩色筆です。鹿の夏毛は、ザラ味があってや
や硬めのため、よく先が利くという特徴があります。現
在では鹿毛の生産が少なく、馬毛が代用されることが多
いです。他には「長穂彩色筆」があり、軸の太さに対し
て穂が長く、絵具や水分の含みがさらに良い筆です。良
い筆の条件は、穂先がしっかりと揃い、描く途中で筆先
が割れないものを選びましょう。また、墨や絵具が途中
で止まらずに、画面によく降りるかどうかも大切なポイ
ントです。
使用後は水やぬるま湯でよく洗い、水分を切ります。乾
いたタオル等の上に寝かせて、直射日光の当たらない風
通しの良い場所で乾かしましょう。このときに筆立てに
入れて穂先を上にして立てた状態にすると、根元に水分
が溜まり筆を傷めてしまうので注意しましょう。
彩色筆は、日本画の材料を取り扱う画材店や、一般的な
画材店で購入できます。
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